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I.   日本とインドネシアのテレビ番組の特徴 




























                                                 


























































組が「Who wants to be a millionaire」というタイトルで放送されている。それを見ると、
知識的なこともかなり入っているが、こういうクイズ番組はあまりないである。 
また、最近、インドネシアで注目を集めている人気のある他のクイズ番組として、毎月





気が出るとは本当に予想されていなかった。それに Who wants to be a millionaire クイ
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自由な風潮があるようである。 
 
２．日本は先進国といっても、確かに西洋の影響を受けているがまだ伝統的なものを守り
続けているようだ。テレビで放送されている時代劇や各地方の祭りを見ると、そう思われ
る。インドネシアは多民族からの国民できていても、実際にそれぞれの地方の文化はあま
りテレビに反映していないようだ。日本もインドネシアも西洋の文化に対して向かってい
るが日本はその西洋の文化を取り入れながら、自国の文化を守っている一方インドネシア
は西洋の文化を取り入れて、自国の文化を忘れているようだ。 
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